
 

 

 

 

 

    

小菊とリンドウの出荷前研修会を開催 

 
お盆や彼岸の仏花用花きの出荷が近づくなか、ＪＡレーク伊吹とＪＡ北びわこ両管

内で小菊とリンドウの栽培者を対象に、品質向上と出荷規格の統一に向けた出荷前研

修会を７月１６日に開催しました。 

ＪＡレーク伊吹管内では２６名、ＪＡ北びわこ管内では２０名で、計４６名の参加

となりました。 

 

研修では、なにわ花市場の担当者から、現在の集荷状況やお盆出荷に向けた切り前

や実需者の用途に合わせた切り花の調整について,また、ＪＡの担当者からは、切り

前を守ることや箱詰めの仕方、出荷日について説明がありました。 

当課からは、梅雨時期の大雨対策、梅雨明け後の管理、病害虫防除、出荷に向けた

注意点、熱中症予防などを説明しました。特にリンドウは今年初めての出荷者に向け、

収穫方法や切り前、収穫後の株管理について説明しました。 

これらの説明を受け、参加者からは、切り前や結束のしかた、調整の仕方について

活発な意見交換が行われました。 

今年はこれまで３０℃を超えるような高温日が少なく、今のところ昨年のような開

花の遅れは確認されていません。お盆が近づくなか、確実な収穫と出荷につなげるよ

う、関係機関と連絡を密にした活動を継続します。 
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